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は  じ  め  に 

 

 

この年報は、大月市消防本部の業務実績を一般に紹介し災害予防に資するために

編集いたしました。 

消防行政の現況をご理解いただき、今後とも関係各位のご指導とご協力をお願いい

たします。 

 

 

１． この資料の統計は、原則として暦年としましたが、予算・人事関係は４月１日現在を

もって記載しました。 

 

２． 数字の単位未満は、四捨五入を原則としております。従って、合計と内訳の数値と

は一致しない場合があります。また、表中の単位未満は０、該当数字なしは空欄と

しました。 
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大 月 市 の 概 要 

 

 

自 然 環 境 

 

大月市は東経１３８度５６分、北緯３５度３６分、山梨県の東部に位置し、北西は大菩薩南山稜、南は

御坂山系、北東は秩父山系から連なる山々に囲まれて、北西部が高く、南東部が低くなっている。又、

西から東に笹子川・桂川が流れ、その河川沿いに河岸段丘がひらけている。 

東西２７．１ｋｍ、南北１９．２ｋｍで面積２８０．２５ｋ㎡の広さを有し、その約８６％を山林・原野が占めてい

る。周辺の山々は豊かな緑に恵まれ、渓谷がいたる所にあり雄大で美しい自然に抱かれた町である。 

 

 

 

 

 

社 会 環 境 

 

 

大月市は人口２５，２２６人、世帯数１０，３８２世帯（平成２９年４月１日現在）で、首都東京都と県都

甲府市の中間に位置し、両経済圏から受ける社会的、経済的影響も大きい。 

市は、昭和２９年８月町村合併促進法に基づき、笹子村、初狩村、大月町、賑岡村、七保町、猿橋

町及び梁川村が、同９月には富浜村が合併し、大月市として発足した。 

交通は、東西に JR 中央本線が走り、市内には６駅がある。特に大月駅は私鉄富士急行線の始発駅

も併設している。 

道路は、国道２０号をはじめ、１３９号、県道・市道が市民生活を結ぶ交通網として張り巡らされ、大月

市街地の交通渋滞緩和を目的とした大月バイパスが一部開通し交通基盤の整備が進行している。 

また、中央自動車道は上野原IC から大月IC 間が６車線となり、ますます利便性が高まっている。 
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大 月 市 消 防 の あ ゆ み 

昭和29 年度 

8 月 

 

町村合併促進法に基づき３町５村が合併、旧町村単位の８消防団が統

合、１団８分団５９部、団員２，１６９名の大月市消防団が発足（但し富浜村

は９月合併） 

昭和34 年度 4 月 第一次消防近代化計画により消防団員を１，８３０名に削減 

昭和40 年度 

4 月 

 

 

 

9 月 

政令指定の公布を受け常備消防が発足、大月市大月一丁目１５番２０号

大月市消防本部及び消防署を設置、これに伴い消防職員１６名、消防ポ

ンプ自動車１台、救急車１台を配備 

初代消防長事務取扱（助役小林美永氏）就任 

消防職員１名採用（１７名） 

昭和41 年度 

4 月 

5 月 

10 月 

 

3 月 

第二次消防近代化計画により消防団員を１，２３５名に削減 

消防職員２名採用（１９名） 

消防署の救急車を更新 

消防職員１名採用(補充) 

消防団第８分団第２部（新倉・塩瀬）に小型動力ポンプ台車付１台を配備 

昭和42 年度 

4 月 

 

5 月 

9 月 

10 月 

12 月 

 

3 月 

第２代消防長事務取扱（助役小俣治男氏）就任 

消防職員１名採用（補充） 

消防団第７分団第２部（下鳥沢）に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防団第５分団第６部（上和田）に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防職員１名採用（補充） 

消防団第３分団第８部（上真木）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防団第３分団第９部（間明野）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

昭和43 年度 

4 月 

7 月 

 

9 月 

 

１0 月 

12 月 

 

1 月 

3 月 

消防署に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防団第７分団第３部（小向・袴着）に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防署に化学消防ポンプ自動車１台を配備 

消防本部及び消防署を大月市大月二丁目２０番３号に移転（旧職業安定

所庁舎） 

消防無線を中短波から超短波に変更 

中央自動車道富士吉田線の開通を控え、日本道路公団から救急車１台

の貸与を受け消防署に配備 

消防職員４名採用（２３名） 

中央自動車道富士吉田線の供用開始に伴い、消防救急業務を開始 

 

 

昭和44 年度 

 

 

4 月 

5 月 

 

6 月 

9 月 

消防本部に日本消防協会から指令車１台が寄贈され消防署に配備 

消防団第３分団第６部（下真木）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防職員１名採用（補充） 

消防団第４分団第２部（強瀬）に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防職員１名採用（２４名） 
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昭和45 年度 

4 月 

 

 

7 月 

10 月 

12 月 

 

1 月 

消防本部及び消防署を大月市大月二丁目２０番５号に移転（旧林務事務

所庁舎） 

消防職員２名採用（内１名補充、２５名） 

消防団第２分団第４部（側子）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防団第３分団第５部（上花咲）に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防団第５分団第２部（大島）同第１２部（林）に小型動力ポンプ台車付各

１台を配備 

消防職員１名採用（２６名） 

昭和46 年度 

4 月 

 

8 月 

9 月 

 

 

11 月 

12 月 

消防署に指令車（ジープ）１台を配備 

消防職員１名を採用（補充） 

消防団第２分団第２部（藤沢）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防団第６分団第３部（小沢）及び第７分団第５部（中野・山谷）に消防ポ

ンプ自動車各１台を配備 

消防団第１分団第４部（阿弥陀海）に小型動力ポンプ台車付１台を配備 

消防署に小型動力ポンプ１台を配備 

消防団第８分団第１部（綱の上）同第４部（下畑）に小型動力ポンプ付積載

車各１台を配備 

昭和47 年度 

4 月 

11 月 

 

 

12 月 

消防職員２名採用（内１名補充、２７名） 

消防団第６分団第１０部（幡野）に小型動力ポンプ台車付１台を配備 

消防団第７分団第１部（上鳥沢）に小型動力ポンプ１台を配備 

消防団第５分団第１０部（浅川）同第１１部（下瀬戸）及び第８分団第３部

（彦田・立野）に小型動力ポンプ付積載車各１台を配備 

昭和48 年度 

5 月 

6 月 

8 月 

 

 

 

9 月 

10 月 

12 月 

消防団第３分団第３部（大月）の消防ポンプ自動車を更新 

大月ロータリークラブから指令車１台の寄贈を受け、消防署に配備 

日本消防協会から救急車１台の寄贈を受け、消防署に配備 

消防団第３分団第４部（下花咲）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備第

１分団第３部（吉久保）及び第６分団第８部（小篠）に小型動力ポンプ台車

付各１台を配備 

消防団第４分団第４部（下畑倉）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防団第１分団第６部（追分）に消防ポンプ自動車１台を配備 

中央自動車道富士吉田線八王子大月間が４車線供用開始 

 

 

 

昭和49 年度 

 

 

 

4 月 

6 月 

 

 

 

8 月 

12 月 

消防職員２名採用（２９名） 

消防団第５分団第７部（田無瀬）に小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）１

台を配備、第２分団第１部（下初狩）第７分団第４部（宮谷）に小型動力ポ

ンプ台車付各１台を配備、及び消防団第２分団第３部（神戸・立河原）に小

型動力ポンプ１台を配備 

日本消防協会から救急車の寄贈を受け、消防署に配備 

消防署に梯子車（１８ｍ級）１台を配備（大月梯子１） 
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昭和49 年度 12 月 消防団第６分団第１部（猿橋）の消防ポンプ自動車を更新 

消防本部に通信指令装置を購入、専用通信指令室運用開始 

昭和50 年度 

4 月 

 

 

 

 

10 月 

 

 

 

12 月 

1 月 

大月市（大月市消防本部）は隣接する北都留郡丹波山村及び小菅村の

消防事務の一部（常備消防）委託を受け、大月市消防署小菅出張所、丹

波山出張所を設置、消防職員４名採用し各出張所に消防職員２名を配

属、消防ポンプ自動車１台及び救急車１台をそれぞれに配備（３３名） 

消防署に昭和４４年４月配備の指令車を更新（広報、査察兼用） 

消防団第４分団第８部（西奥山）に小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）１

台を配備 

消防団第４分団第３部（岩殿）及び第５分団第５部（瀬戸・草木）に小型動

力ポンプ台車付１台を配備 

消防職員１名採用（補充） 

消防署に昭和４１年１０月配備の救急車を廃車 

昭和51 年度 

9 月 

 

 

10 月 

12 月 

消防署に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防団第５分団第８部（井戸地・川津畑）に小型動力ポンプ付積載車１台 

を配備 

消防団第５分団第１部（葛野）の消防ポンプ自動車を更新 

消防職員１名採用（補充） 

昭和52 年度 

4 月 

 

 

5 月 

6 月 

12 月 

 

 

3 月 

消防長（職務代理）（署長岸野幾一氏） 

消防職員４名採用、１名を小菅出張所に配属、小菅出張所３名（３７名） 

中央自動車道西宮線供用開始 

消防職員１名採用（３８名） 

第３代消防長鈴木一敬氏就任専任消防長となる （３９名） 

消防団５分団第４部（駒宮）同第９部（奈良子）に小型動力ポンプ付積載

車各１台を配備 

消防団第５分団第３部（下和田）に小型動力ポンプ１台を配備 

日本自動車工業会から救急車１台の寄贈を受け、消防署に配備 

 

 

 

 

昭和53 年度 

 

 

 

 

4 月 

 

 

 

8 月 

 

 

10 月 

11 月 

12 月 

消防職員５名採用、内１名を丹波山出張所に配属、丹波山出張所３名（４

４名） 

第三次消防近代化計画により消防団員削減（３年間に２１５名削減）第１年

次８０名削減 

消防団第１分団第１部（白野）、同第２部（原）に小型動力ポンプ付積載車

各１台を配備 

消防署に昭和４０年４月配備の消防ポンプ自動車を廃車 

日本消防協会から広報車１台の寄贈を受け、消防署に配備 

消防団第６分団第５部（朝日小沢）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防署に昭和４３年１２月日本道路公団から貸与された救急車を廃車 

 
 



 5 

昭和54 年度 

4 月 

10 月 

12 月 

 

第三次消防近代化計画、第２年次消防団員７５名を削減 

消防職員１名採用（補充） 

消防団第５分団第１２部（林）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防署の小型動力ポンプ付積載車を更新 

昭和55 年度 

4 月 

 

10 月 

 

 

 

11 月 

12 月 

 

 

第三次消防近代化計画、第３年次消防団員６０名を削減、定数１，０２０名

となる 

消防団第４分団第５部（上畑倉）、同第７部（東奥山）に小型動力ポンプ付

積載車各１台を配備 

日本損害保険協会から消防ポンプ自動車１台の寄贈を受け、消防署に配

備 

消防団第５分団第３部（下和田）の消防ポンプ自動車を更新 

消防団第３分団第６部（下真木）の消防ポンプ自動車を更新 

消防団第６分団第９部（田中）、同第２部（小倉）に小型動力ポンプ付積載

車各１台を配備 

昭和56 年度 

4 月 

10 月 

消防長事務取扱（大月市長小俣治男氏）就任 

消防団第２分団第１部（下初狩）、同第３部（神戸・立河原）の消防ポンプ

自動車を更新 

消防団第１分団第１部（白野）、同第５部（黒野田）及び第５分団第２部（大

島）に小型動力ポンプ付積載車各１台を配備 

 

 

 

昭和57 年度 

 

 

 

4 月 

 

 

 

 

8 月 

9 月 

 

 

2 月 

第４代消防長 落合岩男氏就任 

消防職員５名採用（内１名事務職員、４９名） 

山梨県消防防災課へ職員１名派遣（１年間） 

消防職員２名採用（内１名補充）小菅出張所に配属、小菅出張所４名（５０

名） 

日本消防協会から救急車１台の寄贈を受け、消防署の救急車を更新 

消防団第３分団第２部（御太刀）の消防ポンプ自動車を更新 

消防団第４分団第１部（浅利）、同第３部（岩殿）に小型動力ポンプ付積載

車各１台を配備 

大月ロータリークラブから指令車１台の寄付を受、消防署に配備 

昭和58 年度 

4 月 

7 月 

 

9 月 

 

10 月 

12 月 

消防職員１名採用、丹波山出張所に配属、丹波山出張所４名（５１名） 

消防団第６分団第４部（久保）及び第８分団第３部（立野）に小型動力ポン

プ台車付各１台を配備 

消防団第６分団第６部（殿上）及び第７分団第４部（宮谷）の消防ポンプ自

動車を更新 

第５代消防長 岸野幾一氏就任 

消防団第３分団第４部（下花咲）に消防ポンプ自動車１台を配備 

 

昭和59 年度 

 

4 月 

8 月 

 

消防職員２名採用（補充） 

消防団第６分団第１部（猿橋）及び第８分団第２部（新倉・塩瀬）に小型動

力ポンプ各１台を配備 
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昭和５９年度 

 

9 月 

 

10 月 

 

3 月 

消防団第６分団第７部（小田）に消防ポンプ自動車１台を配備 

消防団第７分団第２部（下鳥沢）の消防ポンプ自動車を更新 

消防署に昭和４３年９月配備の化学消防ポンプ自動車を更新 

日本消防協会から救急車１台の寄贈を受け、小菅出張所の救急車を更新 

日本損害保険協会から救急車１台の寄贈を受け、消防署の救急車を更新 

昭和60 年度 

4 月 

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 

 

第６代消防長 奥秋忠夫氏就任 

大月市消防本部発足２０周年記念式典挙行 

消防本部旗を新調し樹立式を行う 

発足２０周年経過時の現有消防力 

消防ポンプ自動車２台、梯子付消防ポンプ自動車１台、水槽付化学消防

自動車１台、救急車３台、指令車３台 

広報車１台、査察車１台、小型動力ポンプ付積載車１台、 

丹波山出張所 消防ポンプ車１台、救急車１台 

小菅出張所 消防ポンプ車１台、救急車１台 

消防団第４分団第８部（西奥山）及び第６分団第１０部（幡野）に小型動力

ポンプ付積載車を各１台配備 

消防団第４分団第２部（強瀬）の消防ポンプ自動車を更新 

丹波山出張所に配備の救急車を更新 

昭和61 年度 

11 月 

12 月 

2 月 

3 月 

消防署の査察車（軽自動車）を更新 

消防本部の消防長車及び消防署の小型動力ポンプ積載車を更新 

消防団第７分団第３部（小向・袴着）の消防ポンプ自動車を更新 

消防団第６分団第３部（小沢）の消防ポンプ自動車を更新 

昭和62 年度 
4 月 

10 月 

消防職員１名採用（補充） （５２名） 

消防団第７分団第５部（中野・山谷）の消防ポンプ自動車を更新 

昭和63 年度 

 

5 月 

6 月 

7 月 

 

 

 

10 月 

12 月 

2 月 

3 月 

消防署の指令車１台を更新 

日本防火協会から防火広報車の奇贈を受け、消防署に配備 

日本消防協会から指揮広報車の奇贈を受け、消防署に配備 

消防団第３分団第８部（上真木）の小型動力ポンプ積載車を更新 

消防団第３分団第１０部（沢井）に小型動力ポンプ付積載車１台を配備 

消防団第４分団第４部（下畑倉）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防本部（消防署）の庁舎改装 

日本損害保険協会から救急車１台の寄贈を受け、消防署の救急車を更新 

消防団第３分団第５部（上花咲）の消防ポンプ自動車を更新 

消防署に救助工作車を配備（大月救助１） 

消防職員異動及び、退職により４６名に減 

平成元年度 

 

 

 

4 月 

 

9 月 

10 月 

第７代消防長 伊奈敏広氏就任 

消防職員３名採用（４９名） 

消防団第５分団第６部（上和田）の消防ポンプ自動車を更新 

第８代消防長佐藤功氏就任 
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平成元年度 10 月 小菅出張所の消防ポンプ自動車を更新（水槽付４ＷＤ） 

 

 

 

平成2 年度 

 

 

 

4 月 

 

 

10 月 

11 月 

 

3 月 

消防職員４名採用（内２名補充、５１名） 

消防本部及び消防署の機構改革を行い、消防本部に消防課を新設、消

防署に６係を置く 

消防団第３分団第３部（大月）の消防ポンプ自動車を更新 

消防団第５分団第５部（瀬戸・草木）・第１０部（浅川）及び第１１部（下瀬

戸）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防署の梯子車をオーバーホール 

平成3 年度 

4 月 

 

 

 

10 月 

第９代消防長 斉藤武男氏就任 

消防職員３名採用（内１名補充）２名を丹波山出張所、小菅出張所に配

属、各出張所５名（５３名） 

緊急通報システム（ふれあいペンダント）運用開始 

消防団第５分団第８部（井戸地・川津畑）の小型動力ポンプ付積載車を更

新 

消防団第８分団第２部（新倉・塩瀬）の小型動力ポンプを更新 

平成4 年度 

4 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

第１０代消防長 椙本三千秋氏就任 

消防職員３名採用（内１名補充、５５名） 

消防団第５分団第９部（奈良子）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防団第４分団第３部（岩殿）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防署の救急車を更新（イスズ４ＷＤ） 

消防団第８分団第４部（下畑）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

 

平成5 年度 

 

4 月 

12 月 

1 月 

 

 

3 月 

消防職員３名採用（５８名） 

消防署の消防ポンプ自動車を更新（大月ポンプ１） 

消防団第８分団第３部（彦田・立野）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防団第１分団第６部（追分）・第６分団第１部（猿橋）及び第８分団第２部

（新倉・塩瀬）の消防ポンプ自動車を更新 

消防団第３分団第１部（駒橋）及び第５分団第１部（葛野）の消防ポンプ自

動車を更新 

消防署の指令車を更新（大月指揮１） 

平成6 年度 

4 月 

 

10 月 

12 月 

 

3 月 

第１１代消防長 天野廣一氏就任 

消防職員３名採用（６０名） 

山梨県防災航空隊へ１名派遣（３年間） 

消防団第１分団第４部（阿弥陀海）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防団第８分団第１部（綱の上）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

隣接する自衛隊大月募集事務所跡地購入 

消防職員定年退職により１名減（５９名） 

平成７年度 

 

 

4 月 

 

6 月 

第１２代消防長 仁科 平氏就任 

消防職員１名採用（６０名） 

隣接する大月林務事務所職員寄宿舎跡地購入 
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平成７年度 

9 月 

11 月 

12 月 

 

 

 

1 月 

 

 

 

 

 

 

3 月 

消防本部及び消防署庁舎建設基金条例制定 

消防団第３分団第６部（下真木）消防ポンプ自動車を更新 

消防職員定数条例の改正（６２名を６５名に改める） 

高規格救急車購入に伴う車庫の増設 

消防署の救急車を高規格救急車に更新（大月救急２） 

消防署の指令車を更新（大月指揮２） 

大月市消防本部発足３０周年記念式典挙行 

阪神淡路大震災が発生、山梨県緊急消防援助隊として３次隊に亘り車両

１台、３名を派遣 

発足３０周年経過時の現有消防力 

消防ポンプ自動車２台、梯子付消防ポンプ自動車１台、水槽付化学消防

自動車１台、救助工作車１台、救急車３台、指令車２台、査察車１台、 

指揮車１台、小型動力ポンプ付積載車１台、消防長車１台、広報車１台 

丹波山出張所 消防ポンプ車１台、救急車１台 

小菅出張所 消防ポンプ車１台、救急車１台 

消防団第２分団第１部（下初狩）、同第３部（神戸・立河原）及び第３分団

第８部（上真木）の消防ポンプ自動車を更新 

平成8 年度 

4 月 

 

 

 

10 月 

12 月 

 

 

 

 

3 月 

消防職員３名採用（６３名） 

消防本部の機構改革を行い、総務課を新設し２課制になる 

山梨県消防防災課へ１名派遣（２年間） 

高規格救急車運用開始 

消防職員退職により１名減（６２名） 

第１３代消防長 矢頭善宗氏就任 

消防署の消防ポンプ自動車を更新（大月ポンプ２） 

消防団第４分団第５部（上畑倉）、同第７部（奥山）及び第５分団第７部（田

無瀬）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防職員退職により１名減（６１名） 

消防本部の消防長車を更新（大月広報１） 

平成9 年度 

12 月 消防団第１分団第２部（原）、第５分団第４部（駒宮）、同第１２部（林）の小

型動力ポンプ付積載車を更新 

消防団第６分団第５部（朝日小沢）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防団第５分団第３部（下和田）の消防ポンプ自動車を更新 

 

 

平成10 年度 

 

 

 

平成10 年度 

4 月 

 

 

6 月 

11 月 

 

11 月 

第１４代消防長 奈良陸由氏就任 

消防職員２名採用（６３名） 

大月市消防団団旗を更新 

消防職員退職により１名減（６２名） 

消防団第３分団第２部（御太刀）及び第７分団第１部（上鳥沢）の消防ポン

プ自動車を更新 

消防団第１分団第１部（白野）、第５分団第２部（大島）及び第６分団第９
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 部（田中）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

平成11 年度 

4 月 

 

10 月 

11 月 

12 月 

1 月 

3 月 

第１５代消防長 小田彰氏就任 

消防職員２名採用（６４名） 

消防職員退職により１名減（６３名） 

消防団第６分団第６部（殿上）の消防ポンプ自動車を更新 

消防職員退職により１名減（６２名） 

消防職員退職により１名減（６１名） 

消防団第１分団第５部（黒野田）、第２分団第４部（側子）、及び第６分団

第２部（小倉）の小型動力ポンプ付積載車を更新 

消防署の救急車を更新（大月救急３） 

 

 

 

平成12 年度 

 

 

 

 

 

4 月 

 

5 月 

6 月 

 

12 月 

 

 

 

2 月 

第１６代消防長 天野公男氏就任 

消防職員２名採用（６３名） 

消防職員退職により１名減（６２名） 

山梨県遊技業協同組合から査察車１台の寄贈を受け、消防署に配備（大

月査察２） 

消防団第３分団第４部（下花咲）及び第７分団第4 部（宮谷）の消防ポンプ

自動車を更新 

消防団第４分団第１部（浅利）及び第４分団第３部（岩殿）の小型動力ポン

プ付積載車を更新 

日本消防協会「表彰旗」を受彰（大月市消防団） 

平成13 年度 

4 月 

 

 

10 月 

 

12 月 

 

1 月 

3 月 

第１７代消防長 佐藤敏雄氏就任 

消防職員２名採用（６４名） 

消防本部各課及び署の係りを担当制に変更 

消防団第４分団第２分（強瀬）及び第７分団第２部（下鳥沢）の消防ポンプ

車を更新 

消防団第２分団第２部（藤沢）及び第４分団第６部（日影）の小型動力ポン

プ付積載車を更新 

消防職員死亡退職により１名減（６３名） 

消防庁長官「表彰旗」を受彰（大月市消防本部・消防団） 

消防職員定年退職により１名減（６２名） 

 

 

 

平成14 年度 

 

 

 

 

平成14 年度 

4 月 

 

 

12 月 

 

2 月 

3 月 

 

3 月 

第１８代消防長 久根口潔氏就任 

消防職員２名採用（６４名） 

大月市消防本部上野原町消防本部による人事交流開始（１名） 

消防団第３分団第９部（間明野）及び第６分団第８部（小篠）の小型動力ポ

ンプ付積載車を更新 

消防署の救急車を更新（大月救急１） 

消防団第６分団第７部（小田）の消防ポンプ自動車を更新 

消防本部の消防緊急通信指令施設を更新 

消防職員定年退職により１名減（６３名） 
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 丹波山出張所職員退職により１名減（６２名） 

平成15 年度 

4 月 

 

 

 

 

5 月 

9 月 

1 月 

 

 

3 月 

第１９代消防長 奈良昭則氏就任 

消防職員１名採用（６３名） 

通信担当が消防課に移行し、専従となる 

消防職員退職により１名減（６２名） 

上野原町消防本部人事交流（２名） 

丹波山出張所職員1 名採用（６３名） 

消防団第６分団第３部（小沢）の消防ポンプ車を更新 

消防署の積載車を更新（大月積載１） 

消防団第４分団第８部（西奥山）及び第６分団第１０部（幡野）の小型動力

ポンプ付積載車を更新 

消防職員定年退職により２名減(６１名) 

 

 

 

平成16 年度 

 

 

 

 

 

4 月 

 

 

 

9 月 

10 月 

 

12 月 

2 月 

 

3 月 

第２０代消防長 池川 元氏就任 

消防職員２名採用（６３名） 

山梨県防災航空隊へ１名派遣（３年間） 

上野原町消防本部人事交流（２名） 

消防団第７分団第５部（中野・山谷）の消防ポンプ車を更新 

総務省消防庁からの緊急消防援助隊応援出動要請により新潟県中越地

震に車両２台、４名を派遣 

消防署の化学消防ポンプ自動車を更新（大月化学１） 

消防団第１分団第３部（吉久保）及び第３分団第１０部（沢井）の小型動力

ポンプ付積載車を更新 

消防職員退職により１名減（６２名） 

平成17 年度 

4 月 

 

 

 

 

 

 

10 月 

 

 

3 月 

第２１代消防長 佐々木敬介氏就任（６３名） 

上野原市消防本部人事交流（１名） 

大月市消防団条例改正により大月市消防団定員数の変更及び部統合に

よる再編がされる （定員１，０２０人から９５０人） 

第１分団６部体制から２部、第３分団１０部体制から４部、第６分団１２部体

制から６部 

大月市消防団８分団４５部体制 

大月市役所総務課内防災対策室の新設に伴い消防職員１名出向 

大月市消防団条例改正により大月市消防団定員数の変更がされる 

（定員９５０人から９００人） 

消防職員定年退職により３名減（６０名） 

大月市消防職員及び丹波山出張所職員退職により２名減（５８名） 

消防団第７分団３部（小向、袴着）の消防ポンプ車を更新 
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平成18 年度 

4 月 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 

3 月 

第２２代消防長 富田祐造氏就任 

消防職員１名採用（５９名） 

上野原市消防本部人事交流（１名） 

消防本部機構改革により２課５担当を消防課に統合し１課３担当となり、消

防署勤務体制が３部制から２部制となる 

消防団部統合による再編がされる 

第２分団４部体制から２部、第５分団１２部体制から６部 

大月市消防団８分団３７部体制 

消防署の査察車を更新（大月査察１） 

消防職員退職により３名減（５６名） 

 

平成19 年度 

4 月 

 

 

3 月 

第２３代消防長 遠山利徳氏就任（５７名） 

消防職員３名採用（６０名） 

上野原市消防本部人事交流（１名） 

消防職員退職により１名減（５９名） 

平成20 年度 

4 月 

 

 

 

 

3 月 

消防団員（基本団員）を補助する消防団協力団員制度を新設 

消防本部機構改革により消防課に予防担当が設置される 

消防課通信担当が消防署に移行する 

消防署勤務体制が３部制となる 

上野原市消防本部人事交流（１名） 

消防職員退職により１名減（５８名） 

平成21 年度 

4 月 

 

 

 

9 月 

11 月 

 

12 月 

 

 

第２４代消防長 内野 勝氏就任 

大月市、上野原市、都留市３消防本部による人事交流開始（１名） 

大月市⇒上野原市 上野原市⇒都留市 都留市⇒大月市 

消防職員２名採用（６０名） 

消防職員退職により２名減（５８名） 

山梨県消防広域推進協議会事務局派遣（１名） 

消防署の高規格救急車を更新（大月救急２） 

社団法人日本損害保険協会関東支部から高規格救急車１台の寄贈を受

け、小菅出張所の救急車を更新（小菅２） 

消防職員退職により２名減（５６名） 

平成22 年度 

4 月 

 

 

 

5 月 

 

3 月 

第２５代消防長 加藤 光三氏就任（５７名） 

大月市、上野原市、都留市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒都留市 上野原市⇒大月市 都留市⇒上野原市 

丹波山出張所の救急車を更新（丹波２） 

消防本部及び消防署を大月市大月町花咲１６０８番１９号に移転（旧北都

留合同庁舎） 

東日本大震災が発生、山梨県緊急消防援助隊として１２隊２９名を派遣 

消防職員退職により１名減（５６名） 
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平成23 年度 

4 月 

 

5 月 

9 月 

12 月 

 

2 月 

3 月 

消防職員３名採用、内１名は丹波山出張所に配属（５９名） 

市役所から人事異動により事務吏員１名増（６０名） 

消防職員退職により１名減（５９名） 

丹波山出張所職員退職により１名減（５８名） 

消防署のはしご自動車を屈折はしご付消防ポンプ自動車（２５ｍ級）に更新

（大月はしご１） 

消防職員退職により１名減（５７名） 

消防職員退職により４名減（５３名） 

緊急通報システム（ふれあいペンダント）をＮＰＯ法人 山梨県安心安全見守

りセンターへ移設 

 

 

 

平成24 年度 

 

 

 

4 月 

 

 

８月 

３月 

 

 

消防職員６名採用（内２名は再任用）（５９名） 

大月市、上野原市、都留市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒都留市 上野原市⇒大月市 都留市⇒上野原市 

消防署の救助工作車を更新（大月救助１） 

総務省消防庁から資機材搬送車を無償貸与され、消防本部に配備 

（大月支援１） 

消防職員退職により２名減（５７名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

 

 

 

 

７月 

10 月 
12 月 

 

 

 

 

 

 

２月 
３月 

 

第２６代消防長 上原 敏秀氏就任（５７名） 

消防職員４名採用、内１名は小菅出張所に配属（６１名） 

大月市、上野原市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒上野原市 上野原市⇒大月市  

山梨県防災航空隊へ１名派遣（３年間） 

市役所から人事異動により事務吏員１名 

消防職員死亡退職により１名減（６０名） 

消防職員退職により１名減（５９名） 

消防職員退職により１名減（５８名） 

消防団第 3 分団第 2 部（上花咲）の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ

付軽積載車へ更新 

消防団第5 分団第2 部（浅川）の小型動力ポンプ付普通積載車を小型動

力ポンプ付軽積載車へ更新 

消防団第 5 分団第 6 部（上和田）の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ

付軽積載車へ更新 

記録的な大雪により災害対策本部を設置 

消防署の消防ポンプ自動車を更新（大月ポンプ２） 

消防職員退職により１名減（５７名） 
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平成２６年度 

４月 
 

 

 

 

１１月 

１２月 

 

２月 

 

３月 

消防職員４名採用、内２名は小菅（1 名）・丹波山（1 名）出張所に配属 

（６１名） 

市役所から人事異動により事務吏員１名 

大月市、上野原市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒上野原市 上野原市⇒大月市  

消防職員退職により１名減（６０名） 

消防団第５分団第５部（井戸地及び瀬戸）の小型動力ポンプ付積載車を

小型動力ポンプ付軽積載車へ更新 

消防団第３分団第１部（大月）の消防ポンプ自動車を総務省消防庁より救

助資機材搭載型小型動力ポンプ付普通積載車の貸付けを受け更新 

大月市、都留市、上野原市による東部消防指令センター運用開始 

市役所からの事務吏員異動により 1 名減（59 名） 

消防職員退職により１名減（58 名） 

平成２７年度 

４月 

 

 

 

７月 

８月 

１１月 

 

１２月 

 

 

 

３月 

大月市職員定数条例改正（消防職員６５名を６９名に改める） 

消防職員５名採用、内１名は小菅出張所に配属（６３名） 

大月市、上野原市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒上野原市 上野原市⇒大月市  

消防職員退職により１名減（６２名） 

消防職員退職により１名減（６1 名） 

消防署の火災原因調査車を更新（大月現調１） 

出張所に災害対応多目的車を１台配備 

消防団第５分団第４部（奈良子）及び第８分団第４部(下畑)の小型動力ポ

ンプ付積載車を小型動力ポンプ付軽積載車へ更新 

消防団第１分団第２部(追分)の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ付普

通積載車へ更新 

消防職員退職により２名減（５９名） 

平成２８年度 

４月 

 

 

 

 

６月 

１０月 

１１月 

 

 

 

１月 

３月 

消防職員２名が再任用（６１名） 

消防職員７名採用、内２名は小菅出張所に、１名は丹波山出張所に配属

（６８名） 

大月市、上野原市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒上野原市 上野原市⇒大月市 

消防職員退職により１名減（６７名） 

消防署の広報車を更新（大月2） 

消防団第３分団第１部（駒橋）及び第５分団第１部(葛野)の消防ポンプ自

動車を小型動力ポンプ付軽積載車へ更新 

消防団第６分団第１部(猿橋)の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ付普

通積載車へ更新 

消防署の消防ポンプ自動車を更新（大月ポンプ１） 

消防職員退職により１名減（６６名） 
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再任用期間満了に伴い２名減（６４名） 

平成２９年度 

４月 第２７代消防長 村上 明人氏就任（６５名） 

消防職員２名が再任用（６７名） 

消防職員１名採用（６８名） 

大月市、上野原市消防本部による人事交流（１名） 

大月市⇒上野原市 上野原市⇒大月市  

 



北都留郡小菅村４６67番地

℡　０５５４－２２－０１１９

℡　０４２８－８８－０９９０丹波山出張所

大月市大月町花咲1608番地19
           同　　　　　　上

北都留郡丹波山村871番地1

  総　　務

   　大　月　市　章

大月市消防署
小菅出張所

　　　　　同　　　　上
℡　０４２８－８７－０４２２

小　菅　村　章                 丹 波 山 村 章

所在地
大月市消防本部























予 防 

 

 
 

 



イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

延べ面積１５０㎡以上の対象物

1

1

0

0

1

2531

1

3311 1 124

防火管理者を選任しなければならない対象物

42

1

待合、料理店類

区   分

政    令
別表第1項別

大
月
市

法第１７条の防火対象物

合
 

計

小
菅
村

丹
波
山
村

2

映画館、観覧場

公会堂、集会場

３
1

飲食店 14

キャバレー、バー類

１

８

小・中・高・大学校・各種学校

９

２

1

3

13

蒸気、熱気浴場類

13

20

14 3

0

2 115

4

1

40

1

2 2

3

4

2

1 1

48

3

4

1

4

1

1

11 16

42 2

0

５

11

29 21 3 1 25

18

４

28

百貨店、物品販売業、展示場

16 11

26

40

416 1 1

2 123 28

老人福祉施設等

2

4

10 8

18

2

老人デイサービスセンター等

病院、診療所

117

13 4

6

１５

１６

停車場

１１

１２

１４

自動車車庫、駐車場

７ 30

倉庫

６

0

9 2 2

13

１０ 2

32

35 752

21

1

130

1

11

注）

1

合　　　　　　　計 664

法第17条の防火対象物

53

21複合用途（その他）

合
 

計

大
月
市

小
菅
村

2

丹
波
山
村

9 1

0

40

17

8

18

4

7

1

1

13

1

51

0

9

1

2

31

2

幼稚園、特別支援学校

8

1

13旅館、ホテル

117寄宿舎、下宿又は共同住宅

カラオケボックス等

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業店舗等

工場、作業場

映画スタジオ

3

神社、寺院、教会類

一般公衆浴場

9

112

図書館、美術館等

2

前各項に該当しない事業所 121

複合用途（特定）

重要文化財

法第8条の防火対象物

49

１７

49

285

24

0

13

0

0

用　途　別　防　火　対　象　物

1

229

4

12

5

31

21

平成２９年３月３１日現在

0

1

法第８条の防火対象物

1

１３
飛行機、ヘリコプターの格納庫 0 0

25



イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

1

14 56 10

3

1

2

1

36

1

26

避

難

器

具

1

消
防
機
関
に
通
報
す
る

火

災

報

知

設

備

非

常

警

報

設

備

3

1

3

115

111

55

1

18

4

4

5

10

4

13

2

2

1

4

1

1

誘

　
導

　
灯

8

82

43

2611

6

8

16

8

17

合　　　　　　　計 231

1

28

4

6

9

複合用途（その他）

1

1

複合用途（特定）

25

30

241

46

１７ 重要文化財

１６

1

1

2

36

8

1

4

１５ 前各項に該当しない事業所 512

10

映画スタジオ

１４ 倉庫

自動車車庫、駐車場

8

1

1

１１ 神社、寺院、教会類

１２
工場、作業場

図書館、美術館等

一般公衆浴場
９

蒸気、熱気浴場類

1

７ 小・中・高・大学校・各種学校 16

１０ 停車場

８

6

1

1

10

1

2211

2

14

2 1

幼稚園、特別支援学校

老人デイサービスセンター等

老人福祉施設等 8 0

3

５
寄宿舎、下宿又は共同住宅

0旅館、ホテル

６

病院、診療所

6

13

13

10

6

1

飲食店

1

1

1

1

４ 百貨店、物品販売業展示場 1 2

３
待合、料理店類

1

1

1

1

自
動
火
災
報
知
設
備

2 3

4712

1

屋

外

消

火

栓

設

備

屋

内

消

火

栓

設

備

公会堂、集会場 1

キャバレー、バー類

映画館、観覧場

ハ

ロ

ゲ

ン

･

水

噴

霧

不

活

性

ガ

ス

・

粉

末

１

２

カラオケボックス等

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業店舗等

設備区分

ス

プ

リ

ン

ク

ラ

ー

政令
別表第1項別

平成２９年３月３１日現在

消　防　用　設　備　の　設　置　状　況

１３
飛行機、ヘリコプターの格納庫

4

26



風俗営業許可に伴う証明書交付申請書検査

ガス用品、液化石油ガス機器等立入検査

旅館営業許可に伴う検査

電気用品販売事業者立入検査

13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度別件数
　　　　　内　　容

消防用設備等工事着工届

届
　
　
　
　
　
出

防火管理者選任又は解任届

29

消防用設備等設置届に伴う検査
（１５０㎡以上の任意届出を含む）

1

915 9

15

3

3

27

1510

13

20

検
　
　
査
　
　
等

火薬類消費場所等に対する立入検査

1

指定数量未満の危険物貯蔵又は取り扱いの届

ボイラー又は給湯湯沸設備設置届

防火対象物使用開始届に伴う検査

火薬類譲受・消費許可
許
可

２６
年度

２５
年度

液化石油ガス工事届

防火対象物立入検査

２４
年度

防火対象物使用開始届

消防計画作成又は変更届

消防用設備等点検結果報告書

消防用設備等設置届（１５０㎡以上の任意届出を含む）

変電・発電・蓄電池設備設置届

圧縮ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ等の貯蔵又は取扱届

12

68

21

43 36

19

3339

63

23

174 173

2730

25

15

4

160

34

9

34

46

3

189

5

23

23

5

53

4

1

31 1

3

77 88765

4

1

5

52

4 2

1

1

23

1

17

2

２８
年度

11

40

26

17

63

8

２７
年度

4

38

182

21

5

4

4

1

11

13

9

平成２９年３月３１日現在

4

42

各種届出・検査・許可等処理状況

27



イ

ロ 7

イ

ロ

ハ

二 1

イ

ロ

1 2

イ

ロ

イ 2

ロ

ハ 12

二 1 2

1

イ

ロ

イ 6

ロ

イ

ロ

1 1 1 1

イ 1 1

ロ

1

1 19 2 3 5 18

0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区分
　　　政令
　別表第1項別 5

月

防火対象物査察実施状況

10
月

9
月

15

倉庫

複合用途（その他）

2
月

12

映画館、観覧場

1

7

平成２９年３月３１日現在

29
年
1
月

1

0

8

10

5

7
月

0 1

6
月

28
年
4
月

重要文化財17

20

8
月

9

11
月

2

4

3
0

3

0 90

前各項に該当しない事業所

複合用途（特定）

11

16

0

0

14

3 5 22 1 37

0

1

48

3
月

12
月

1 0

6

13

合
 

計

0

7

0

0

0

1

0

0

0

4

2

0

0

2

0

12

3

0

6

0

0

0

老人デイサービスセンター等

小・中・高・大学校・各種学校

一般公衆浴場

キャバレー、バー類

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業店舗等

蒸気、熱気浴場類

カラオケボックス等

飲食店

旅館、ホテル

待合、料理店類

寄宿舎、下宿又は共同住宅

病院、診療所

老人福祉施設等

映画スタジオ

幼稚園、特別支援学校

停車場

図書館、美術館等

百貨店、物品販売業、展示場

公会堂、集会場

神社、寺院、教会類

工場、作業場

自動車車庫、駐車場

飛行機、ヘリコプターの格納庫

危険物施設

合　　　　　計

28



100%1

1

100%

6項ハ

合計

1

1

100%1

5 1 100%

1 1

11

100% 1

1 100%

1

1 100%1

1

100%

1 100%100%

116項イ

1

2

1 1項ロ 1

2 2 4項

平成28年度

定
期
点
検
報
告

対
象
物

定
期
点
検
報
告

　　　　　交付別

用途別

55 16 100%

100%

11

平成２９年３月３１日現在

定
期
点
検
報
告
率

100%

定
期
点
検
報
告
率

対
象
物

定
期
点
検
報
告
率

特
例
適
用

防火対象物定期点検対象物及び特例対象物の状況

平成27年度

100%

1

1

平成26年度

 １項イ 1 1

対
象
物

特
例
適
用

特
例
適
用

定
期
点
検
報
告

100%6 6 1

100%

100%

11

100%

1

29



 
。

男 女 計

77昭和４８年度 6 83

昭和５１年度

平成２９年３月３１日現在

防　火　管　理　

昭和５３年度

１．防火管理に関する講習会終了証交付状況

32

67

5220

10

 防火管理とは、消防法第８条に規定された防火管理者の責務です。火災等の災害を未然に防止し、かつ、万一
火災が発生した場合でもその被害を最小限に食い止めるため、必要な万全の対策を樹立する事を防火管理者の
方は日頃から実践しなければなりません。
　当消防本部では、防火管理に関する資格付与講習会を昭和４８年から延べ１２回実施し、平成２３年から
は、山梨県東部消防事務連絡協議会（大月・都留・上野原）主催により実施、当消防本部管内では、現在６１
１名の方が資格を取得されています。防火管理者に選任されてからも、反復継続し必要な知識及び技術の習得
を図り、防火対象物の実態に応じてさらに高度な知識及び技能の向上を図るよう指導に努めています。

　　　　　　　　　　　　　性別
年度

大 月 市 消 防 署

平成２１年度

平成２3年度

平成２５年度

２．防火管理者選任届状況

過去１２回の合計

平成２７年度

15

合　　　　計

小 菅 出 張 所

必要対象物 選  　　任 選任率（％）

183 127 69.40

25丹 波 山 出 張 所

昭和５５年度

平成１７年度

平成１９年度

60

昭和６１年度

3

66昭和５８年度

11

10

60

48

20

41

40

8

9

2

2

77

68

75

62

50

50

23

52

19

31

552 90 642

4

526

239

31 100

25 100

183 76.57

31

平成２９年３月３１日現在

30



1

無

用途変更 その他

有

1

15

0

0

0

1

2

合計 0 6

3

3

2

1

2

2

合　　計指　　導

有 無 有 無

0

無

9 0 0 0 0 0 0

2

1

2

12 1

10 1

11

9 3

8 2

7 1

6 1 1

4 1

5 2

指　　導

無

指　　導

有

建築同意事務処理状況
平成２９年３月３１日現在

　 要旨

　月

指　　導 指　　導

新　築 増　築 改　築

有

31



0

0

15

3

0

2

0

0

0

1

7

2

0

0

0

0

0

種別

同意件数合計

4同意件数合計 9 0 7 2 6 0 2

3
3

1

延べ面積1,000
㎡以上

延べ面積300
㎡以上　　500

㎡未満

延べ面積500
㎡以上1,000

㎡未満

1階

4階
以上

2階

3階

1階

4階
以上

3階

1
1

4階
以上

1階

2階

3階

4階
以上

1階

2階

1

地階有

地階有
2

地階無

地階無 2

地階無

地階有

地階無

地階有

地階無

地階有

地階有

地階無

地階有

地階無

地階無

S

　　　　　　　　　件数・構造

　規模・件数

構造

W

1
1

件
数

件
数 RC

地階有

1

RC S W

2

地階有

地階無

地階無

地階有

平成２９年３月３１日現在

規模・構造別建築同意件数

構造

4

新築 増築

延べ面積300
㎡未満

地階無 6

地階有

地階無 1

地階有

2階
地階有

地階無

地階有

地階無

地階有

地階無

地階無

地階有

3階

32



8

9

19

取
扱
所

合　　　　　　計

2

5

5

121

0

20

8

3

36

13

数　　量
（倍数）

倍
を
超
え

倍
を
超
え

貯蔵所等
の別

（区別）

倍
以
下

倍
以
下

11屋 内 貯 蔵 所

危　険　物　規　制　事　務

　 経済状況の後退と、世界的な政情不安により危険物をとりまく環境も様変わりしてきていま
す。市民のニーズにこたえ、効果的かつ効率的な行政指導を実施し、危険物による災害を
一つでも減らすことができるよう「安全、安心」な街づくりに努めています。

数量別危険物施設の現況

100
倍
以
下

合
　
　
　
　
　
計

倍
を
超
え

倍
を
超
え

平成２９年３月３１日現在

150

1

倍
以
下

倍
以
下

4 5

1 1

16

5

68 17 12

貯
　
蔵
　
所

3

2

19

27

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

2

1 4 3

2

212 4

4 1

4

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

自 家 用 給 油 取 扱 所

2 2

一 般 取 扱 所

詰 替 一 般 取 扱 所

200
倍
を
超
え
る
も
の

5
倍
以
下

倍
を
超
え

10 50 100 1505

20010 50

33



地　区　別　危　険　物　施　設　数

給 油 取 扱 所

自家用給油取扱所

2 2

貯
　
蔵
　
所

取
 

扱
 

所 一 般 取 扱 所 2

2

132 1 3 2 2 3

2

1

121

5

1

7 1 2

3

3

36

19

0

合　　　　　　計

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

詰 替 一 般 取 扱 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

1 1

2 1

5 2 12 4

2 1 8

2

3

1

35 2 5

1 2

27 1 2 3

2

201 2

8

9

10 40 810

1

11 14

大
月
町

賑
岡
町

4

2 2

猿
橋
町

富
浜
町

梁
川
町

1

1

丹
波
山
村

合
　
計

七
保
町

笹
子
町

初
狩
町

15 2 8

平成２９年３月３１日現在

小
菅
村

町　名

貯蔵所等の
　（区別）

34



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

13

ガ ソ リ ン ス タ ン ド

工 場 ・ 作 業 場

9 13.24%学 校 ・ 公 共 施 設 等

19.12%

15 22.06%事 業 所 等

施　　　設

20 29.41%

％数

1

飲 食 店 ・ 小 売 店 舗

病 院 ・ 福 祉 施 設 等

1.47%

％

14 11.57%

区　分　別　危　険　物　施　設　数

一 般 取 扱 所

23.14%

屋 内 貯 蔵 所

68

ホ テ ル ・ 旅 館 等

121 100.00%合　　計

0 0.00%

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 8 6.61%

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 3

29.75%

19 15.70%

2.48%

28給 油 取 扱 所

10.74%

合　　　計

施　　　設

13

36

数

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

10.29%

4.41%

7

3

平成２９年３月３１日現在

平成２９年３月３１日現在

業　態　別　危　険　物　施　設　数

100.00%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ
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過去5年間の危険物施設完成検査状況

平成２９年３月３１日現在

0

4

1

0

1

14

5

4

2

1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

24年 25年 26年 27年 28年

件

設置

変更

36



8

　消防本部・署所において、火災の予防に関する業務等を的確に行うため、火災の予防に関する高度な
知識及び技術を有するものとして消防庁長官が定める資格を有する「予防技術資格者」を一人以上配置
するものとされています。（消防力の整備指針第３４条第３項の規定に基づき、予防技術資格者の資格を
定める件（平成１７年１０月１８日消防庁告示第１３号））
　この規定に基づき大月市消防本部では、「大月市予防技術資格者の認定等に関する規定」を定め、予
防技術資格者の育成及び認定に積極的に取り組んでいます。

表内の数字は延べ人数とする。（人） 平成２９年５月３１日現在

「大月市予防技術資格者の
認定等に関する規程」の第２
条第１項第１号アに定める資
格者（防火査察）

「大月市予防技術資格者の
認定等に関する規程」の第２
条第１項第２号アに定める資
格者（消防用設備）

消

防

士

「大月市予防技術資格者の
認定等に関する規程」の第２
条第１項第３号アに定める資
格者（危険物）

「消防力の整備指針第34条第
3項の規定に基づき、予防技
術資格者の資格を定める件」
の附則第４項第１号に定める
資格者

「消防力の整備指針第34条第
3項の規定に基づき、予防技
術資格者の資格を定める件」
の附則第４項第２号に定める
資格者

階級別 消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

司

令

長資格者種別

2 2

1

5 282合 計 0 3 10

合

計

2 1

1

3

1

予防技術資格者の認定状況

13

5

6

4 5

2 1

23

2

37



警 防 

 

 
 

 

 



件

世帯 件

件

169

0

0

0

1.022

4.708

0

0

0

46.7

55

1

1

0.9

4 0

７月

３月

1

４月

５月

1

６月

２月

区分 火 災 種 別

そ他建物 林野 計月別 車両

㎡

林野ａ

1

千円7

建物㎡

人

火　　災　　状　　況

6

ａ

ａ

3

103.3

1

1

1

1

車両火災上段は中央自動車道

損害額（千円）
焼 損 面 積

月　別　出　場　状　況

1１月

件

建物火災1件当たりの損害額

5.963

4建　物

人

千円

3

９月

８月

１１月

１０月

1

１２月

合計

1

0.7

1

8

0

3

0

1

0

64

0

1

5.963

0

1

損害合計額

0

0

1

焼 損 棟 数

8

0

死 者

林　野

その他

1

1.4495.794負 傷 者

発生状況 焼損面積

÷ 4 =

名

棟

火 災 発 生 件 数

り 災 世 帯 数

り 災 者 数

38



平均件数

0

0.4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.42

0

0

1

0

0.4

0.8

0

4

1.68

0

0.61

2

2

1 7 1.4

9

16

3

1.8

4

4

不　　　明 4

そ　の　他

21

5

3

排 気 管 2

2

4

合　　　計 24 13 8

2

14

1

1

0

2

3.819

15

3

2

ごみの焼却

放火及び疑い 5

2

電気装置

6

1

2

22

1

た　き　火

マッチ・ライター

内燃機関

配線機器

火　遊　び

4

11

コ　ン　ロ

2

原因別 ２５年

件　　　　　　　　　　　　数年数

過去５年間の原因別火災状況

取　り　灰・炭　火

電気機器・電化製品

焼　却　炉

煙突・煙道

風呂かまど

ス ト ー ブ

た　ば　こ

２７年２６年２４年

9

累　計

2

２８年

0

1.8

0

11

35

80

落　　　雷

39



6

計日

過去５年間の曜日別火災状況

年

平
成
２
４
年

8

0

2

121

7

5

11

2

4

0

52

5

1

212

243

4

13

5

3

0

1

4

1111

その他

平
成
２
６
年

建　物

計

林　野

平
成
２
７
年

平
成
２
５
年

1

車　両

建　物

林　野

計

建　物

その他

7

水

林　野

2

計

その他

火

林　野

車　両

2

　　　 曜日
種別

3

金月

2

土

1 2

1

1

建　物

1

3

0

12

14

6

8
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倉庫１棟全焼

H28.4.15
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H28.5.3

大月

55 1.022

191 23,391住宅１棟全焼・住宅1棟部分焼

5,157
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10,727

5,767

17,343

焼失面積
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37,432

住宅１棟全焼
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1,126
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703

2,671
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富浜町

賑岡町

H27.1.5 大月町

H27.4.1

賑岡町
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759

164

3.3

30

186

111

▲ 19

13

▲ 10 ▲ 8.3121

一般負傷 173

65.0 0.3

平　成　２　8　年　救　急　出　場　状　況

不搬送人員 60 39

7.5 0.5

交通事故 134

▲ 10

そ  の  他

そ  の  他 141

22.4 0.4

搬送人員 1,206 14

急　　　病 ▲ 2.4778

平成２８年
一日平均

平成２7年
一日平均

2.2

17

20 0.4

3.5

2.2

0.5

3.5

一般負傷

128

176

交通事故

9.7 0.6

15.6 0.4

救　　　急　　　概　　　要

出場件数 1,235 4.252

前年との比較
（▲減）

　 平成２8年中に救急隊が傷病者を救護するため出場した件数は1287 件で、一日平均約3.5
件の救急事故に出場し、搬送人員は 1220 人が医療機関へ搬送されました。

増減比率（%）

（３）/（１）×100

急　　　病 790 25 3.2

区　　　分
（２）

平成２8年
（１）

平成２7年 （３）

（２）－（１）＝（３）
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〃

丹波山
小菅

 平成 6 年度

平成２７年度

（たば　２）
災害対応多目的車

  Ｕ－ＮＫＳ５８ＧＲ改　いすヾ

日産   DBA-NT32

多目的車

査　察　車
（大月査察　1）

（大月　１）

いすヾ

普通ポンプ自動車
（小菅　２）

救　急　車

配 備 年 度

 平成元年度

 平成２１年度

  DBA-RP２

　ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ

 平成２３年度

 平成１６年度

 平成２５年度

 平成１６年度

 平成２４年度

普通ポンプ自動車

 平成２２年度

 平成２８年度

　Ｐ－ＦＧ３３５Ｃ改

  丹波山
  出張所

トヨタ

ホンダ

（たば　１）

（大月救急　１）

　ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ

  小　菅
  出張所

トヨタ

〃 三菱

　ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ
高規格救急車
（小菅　１）

〃

高規格救急車
（大月救急　２）
高規格救急車
（大月救急　３）

〃

〃
（大月２）
消防長車

〃

高規格救急車

 平成１５年度

 平成２６年度

 平成２１年度トヨタ   ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ

トヨタ

トヨタ 　ＴＣ－ＶＣH２８Ｓ

　LKG－FH１ALAA改
  モリタ製MSC２５

〃
　ＫＫ－ＮＨS　６９ＥＡ
　（小型ポンプ１台積載）

〃 日野

小型ポンプ積載車
（大月積載　１）
梯子付ポンプ自動車
（大月梯子　１）

〃 日野 　ＰＢ－G×７ＪＧＦＡ改
化学ポンプ自動車
（大月化学　１）

〃
救助工作車
（大月救助　１）

日野 　SDG－GX７JGAA改

（大月ポンプ　１）

〃 日野 　TKG－XZU６８５M
普通ポンプ自動車
（大月ポンプ　２）

〃 日野
普通ポンプ自動車

 平成１２年度

 平成１２年度

 平成２８年度

日産  平成２７年度  DBA-NT32

　ＧE－VCH２８Ｓ

　TKG－XZU６８５M

〃

〃 マツダ 　ＧＦ－ＬＷ５Ｗ

〃 トヨタ
指　揮　車
（大月指揮　１）
原因調査車
（大月原調　1）

車　　両　　配　　置　　状　　況

  本部（署） トヨタ 　ＣＢＥ－ＮＣＰ５０Ｖ  平成１８年度

区分

所属
名　　　　　称 車　種 型　　　　　　式

〃
支　援　車
（大月支援　１）

三菱 　TKG－FGB７０ 平成２４年度
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高発泡消火装置

3

4

ホース（６５mm）

救命胴衣 30

５

6

１
救助ボート

3

エンジンライト

耐熱服

4

6有毒ガス測定器

可燃性ガス測定器

排煙送風機

低発泡ノズル

9

ウインチ

6

6

背負い式散水器

チルホール

ウエットスーツ

9

２

6

フルスケッドストレッチャー

ポケットナビ

4

携帯用放射線測定器

放射線測定器

エアソー ファイヤーファインダー

２

携帯用風向風速計

デジタルカメラ

そ
　
の
　
他
　
機
　
具

小型動力ポンプ

6油圧式救助機具 軽量動力ポンプ

3

ガス溶断機 船外機1

6チェーンソー

６

エンジンカッター マジックギブス

救
　
急
　
資
　
器
　
材5

24

救助マット

安全ネット

救命綱（２００ｍ．１００ｍ．５０ｍ）

高発泡ノズル

0

6 3

山林火災用ポンプ4

６

１

59

1

噴霧消毒器

    ガス測定器

複合式ガス測定器

0

6

3ショートボード

ロングバックボード一式

１エルゴン

輸液ポンプ

自動式心マッサージ器

吸引器

6

4

7

6

6

イーバックチェア

患者監視装置

　　酸素濃度測定器

器　  　具　 　 名 数量

資　機　材　保　有　状　況

種別 器  　　具  　　名 数量 種別

自動式
人工蘇生器

8電子血圧計

31 半自動式除細動機 13

携帯用血中酸素飽和度測定器4

1

救
　
助
　
器
　
具

ゴム製

アルミ製

救命浮輪

万能斧

投光器一式

感電防止衣

救命索発射銃

大型油圧救助機具

放

水

器

具

ホース（４０mm）

ホース（５０mm）

ウォーターカーテン

フォグガン

2

6手動式

2

9

67

290

165

4

空気呼吸器予備ボンベ

空気呼吸器

34

化学防護服

1

4

8

１

3

9

1

１

５

７

２

53



316

(1)

0平　成　２３　年　度

平　成　２５　年　度

02 2

年度別防火水槽設置状況

(12)

1

38

(2) (4) (9)

初

狩

大

月

(6)

24

4

平　成　２１　年　度

平　成　１８　年　度

平　成　２０　年　度

年度別

笹

子

計

防
　
火
　
水
　
槽

町別

平　成　２２　年　度

0

7

2

1

（　）は耐震性防火水槽

七

保

平　成　２４　年　度

1

72

(22)

1

(11)

30

賑

岡

1

1

賑

岡

七

保

61

(1)

47

4

(17)(20)

811

(8)

9

(13) (6)

(5)

町別防火水槽設置状況

町別

種別

猿

橋

富

浜

梁

川

初

狩

合

計

笹

子

大

月

小

菅

丹
波
山

(106)

(9)

(11)

80 74 64

(10)

532 014 8

5 66

28

9

(5)

6 17 1

228

(64)(7)

2

(2)

21

2 0

(4)

3

47

(9) (10)

25

13

0

0

27

0 45

(41)

48034

2

59

5

(2)

(5)

10 11

合

計

平　成　１９　年　度

猿

橋

富

浜

2

31 1

2 0

2

(2)

小

菅

丹
波
山

0

計

平　成　２６　年　度

1 0 1 0 3

平　成　２８　年　度

0 9

平　成　２７　年　度

3

0

0

0

１００㎥級

0

６０㎥級

４０㎥級
33

7

梁

川

３０㎥級

11

54



消防団

20

1 1 8

（上段：回数、下段：対象人員）

152 167 43471 1,434

2

16 197 237 11

918

7

合　計
0 4 3

0 53 67

11 15

6 6

6

1 1

53 34 20 37 18

1 3 1
各種団
体組織

4 2

60

1 1

8160 201 23

6 15 1 1

77 91 35

学　校

16 197

3 3

70

事業所
1

4

4

244

1

18

2

8 9 10 115 6 7

自主防
災組織

1

33

49

416

14

452

15

0

0

201

応急手当対外指導

月　別 1 2 3 4

121

8

365

12 計

月　別 1 2 3 4

消火・避難訓練等対外指導

5 6 7 8 9 10 11 12 計

自主防
災組織

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 30 30 28 0 0 88

事業所
0 0 0 0 1 0 0 1 2 4 0 0 8

0 0 0 0 11 0 0 18 72 59 0 0 160

学　校
1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 4

85 0 0 0 36 0 0 0 0 0 120 0 241

各種団
体組織

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 12

消防団
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計
1 0 0 0 2 0 1 2 3 5 2 0 16

85 0 0 0 47 0 12 48 102 87 120 0 501

（上段：回数、下段：対象人員）
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